
徳島大学 (2011)〉 総合科学部 〉 人間社会学科 地域システムコース 共通科目 [⇒English]

人文地理学研究 I 2単位 2年 (後期)

Human Geography I 豊田哲也 ·准教授 /社会創生学科

【授業目的】経済や情報のグローバル化が急速に進む現代において，地域のかた
ちやしくみはどうあるべきかが問い直されている．あらゆる経済活動は地域
の資源や市場を前提に成立しており，われわれのくらしは農業，工業，商業な
ど産業の立地によって支えられている．そうした地域と立地のメカニズムを
系統的かつ論理的に考えてみるのがこの授業の目的である．前半は，チュー
ネン，ウェーバー，クリスタラーに代表される古典理論の系譜を紹介し，後
半では現代における立地論の新たな展開と応用について学ぶ．

【授業概要】経済地理学概説
【キーワード】地理学，地域経済学，地域経済学，政策科学，産業，立地
【関連科目】『地域構造論研究 I』(0.5)，『地域構造論研究 II』(0.5)，『計画の論
理』(0.5)

【履修上の注意】この授業は教員免許取得 (中学校 ·社会，高校 ·地歴)のための必
修科目 (「地域構造論研究 I」といずれか選択)となっている．なお，「人文地
理学研究 I」は平成 23年度には開講されない．

【到達目標】経済地理学の基礎理論を学び，社会現象を理論的 ·空間的に考察す
る能力を身につけることを重視する．

【授業計画】
1.地理学の体系と立地論の系譜
2.チューネンの農業立地論
3.地代と土地利用モデル
4.ウェーバーの工業立地論
5.外部経済と集積の利益
6.クリスタラーの中心地理論
7.都市の階層的システム
8.テスト (第 1回)
9.オフィスの立地

10.流通革命とコンビニの立地戦略
11.公共施設の立地・配分モデル
12.クルーグマンの産業立地モデル
13.ポーターの産業クラスター論
14.グローバリゼーションと多国籍企業
15.テスト (第 2回)
16.授業のまとめ

【成績評価】授業内容の確認と復習を兼ねたテスト (持ち込み不可)を実施し，授
業への取り組みと併せて成績評価をおこなう．

【再試験】なし
【教科書】松原宏編著『立地論入門』古今書院，2002年．
【WEB頁】http://www.ias.tokushima-u.ac.jp/region/jinbunchiri/
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=219094
【連絡先】
⇒豊田 (088-656-7154, toyoda@ias.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィスアワー:
木曜日 12:00∼ 13:00)

【備考】隔年開講のため，平成 23年度は開講されない．
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